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平成３１年４月１１日 

入学・進級おめでとうございます 

大宮ろう学園の児童・生徒のみなさん、入学・進級おめでとうございます。新たな学部・学年になり、

とまどうこともあると思いますが、素敵な一年間を過ごせるように新たなことに挑戦してみましょう。 

その新たなこととして、読書はどうでしょうか？「読書はもう一つの人生を生きること」です。図書室で

は、たくさんの本が皆さんを待っています。積極的に本を読みに来てください。 

今年の図書室開きは、４月２２日（月）です。たくさんの本を読んで、自分のお気に入りの本をみつ

けましょう！！ 

今年度もまた、小学生新聞が毎日届きます。さまざまな記事やニュースがわかりやすく書いてあるの

で、社会や世界の出来事や様子などがよくわかります。知識が増えるだけでなく、日々の勉強に役立つ内

容もありますよ。小学部のお友だちだけでなく、中高生の皆さんも、ぜひ読んでみてください。保護者の

皆さんも利用できます。図書室利用カードを使ってご利用ください。 

１ 本を借りる・返す方法について 

図書室に置いてある本は、バーコードを使って貸し借りするようになっています。すべてパソコン

のバーコードを使って読み取ります。使い方に関しては、学部の先生の話をよく聞いて、覚えましょ

う！使い方がわからなくなったときには、図書室においてあるパソコンの近くにプリントが貼ってあ

るので確認してください。

貸出（かしだし）

①①マウスで”貸出”をクリック

③本の裏のバーコードをスキャン

④マウスで”貸出”をクリック

③②

④

②利用者カードのバーコードをスキャン

①マウスで”返却”をクリック

②本の裏のバーコードをスキャン

③マウスで”返却”をクリック

返却（へんきゃく）

①

②

③

 



２ DVDの貸し出しについて 

 聴覚障害者情報センターより、センターが所蔵している DVDを皆さんに提供していただいています。

様々な DVD・ビデオが届いています。新しいものと入れかえますので、皆さんにどんどん利用しても

らいたいと思います。作品の中身は、アニメ・ドラマ・ドキュメント・授業で使えるものなど、「見た

い！」「勉強したい」と思える作品に出会えることでしょう。貸し出しの方法をよく見て、どんどん利

用してください。 

DVD・ビデオの借り方 

①「利用カード」を作る 

借り受けたい人はセンターに「利用登録申込用紙」を提出し利用カードを作ってもらいます。 

＊申込用紙は図書室に入って奥のＤＶＤ・ビデオのロッカー上にあります。必要なことを記入し、「申

し込み用紙入れ」の箱に入れてください。申し込みはいつでもできますが、到着までに少し日数が

かかりますので希望する場合は早めに申し込んでください。到着次第順次配布します。 

＊個人でセンター(北浦和にあります)を利用するときも利用出来ます。卒業した後も使えます。 

②ＤＶＤ・ビデオを借りる。 (ロッカーにはいつも鍵がかかっています。 ) 

(１)・授業の時、担任または担当の教員に申し出て借りる。 

・図書部の先生 (幼･･･山崎、小…金田、中…菊池、高…濱中、中山 )に申し出て借りる。 

(２)借りたい作品を選ぶ→「貸し出し記録簿」に必要なこと(名前、カード番号など)を書く。 

           →「利用カード」をロッカーの「カード入れ」に入れる。 

           →貸し出し用紙(ピンク)に必要なことを書く。 

            貸し出し用紙はＤＶＤ・ビデオと一緒に持っていてください。 

        

   借りてもいい期間…２週間   借りられる数 ３本まで 

 

③ＤＶＤビデオを返す。 

 ・ＤＶＤビデオと貸し出し用紙(ピンク)を担任、または図書部の教員に渡す。 

→後で先生から、利用カードが返されます。 

 ＊ 先生方が校内視聴で利用する場合は、ロッカーの上にあるノートに必要事項を記入して利用できま

すので、是非利用してください。 

３ 積極的に図書室を利用しよう！ 

  このたよりのはじめにも書きましたが、「読書はもう一つの人生を生きること」

です。自ら積極的に図書室に行って、たくさんの本と出会い、たくさんの本と触れ合い、自分

の考え、世界観を広げてみましょう！！ 

４ 図書の貸し出し期限・貸し出し冊数の上限 

  ○借りられる本の冊数――――――――――――――――――――３冊まで 

  ○借りられる本の期間――――――――――――――――――――１週間 

  ○開館時間―――――――――――――――――――――――――８：３０～１７：００ 

約束を守って、図書室を利用しましょう！！ 

  


